〔様式１〕令和６年度初任者校内研修計画書兼報告書【中学校】
	市町村番号
	○○
	学校名
	○○　立　○○○○　中学校
	対象教員
	名前
	○○　○○
	教科
	○○○

	第１回提出日
	○月　○日
	第２回提出日
	○月　○日
	第３回提出日
	○月　○日
	第４回提出日
	○月　○日



１　初任者育成のための記録
	●初任者育成のための校内体制等の方針（４月記入）
	●初任者育成のための校内体制等の方針（２年め、４月記入）

	・ 管理職、教務主任、指導教員、学年主任にメンターチーム主担を加えて初任者等育成委員会を年３回行う。
・「校内研修シート」を用いて初任者の育成状況を把握し課題解決のための方針をたてるとともに、各期の職員会議において共有化する。
・ 初任者による研究授業を、教科や道徳等において３回以上実施する。
・ メンターチームでは、初任者等経験の少ない教員の悩みやニーズに応えて校内研修を企画・実施する。また、中学校区で合同の初任者研修を行い、相互に学級指導や学習指導の交流・見学を行う。これらの初任者等育成支援の活動を通して本校のミドルリーダーの育成を図る。
	







	各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引p.16」参照』を参考に記入）

	①計画（４月記入）
	②振り返り（８月記入）
	③振り返り（２月記入）

	●対象教員（初任者）に対する具体的取組み
	●成果と課題
	●成果と課題

	・学校教育目標と学校経営の重点目標について理解し、その実現に向けて、組織の中で果たすべき役割を認識する。
・本校における学習や生活の基準である「○○中学スタンダード」を理解し、生徒に安心・安全な学習環境を作ることの重要性を認識する。
・「子ども主体の授業づくり」を実践するために、他の教員の授業を積極的に参観し、学んだことを授業改善につなげるなど、学び続ける教員としての基本的な姿勢を確立する。
	・学級の様子を自分から学年に話したり、同年代の仲間に相談したりする等、同僚とのコミュニケーションは良好である。
・学習規律の徹底に努めているが、指導方法は一斉授業の教え込みが多く、今後の課題である。学級経営については、自主学習帳等を活用して、信頼関係づくりを地道に行っている。
	・生徒主体の授業づくりに向けて、小集団を日常的に活用している。さらに教材研究を深め、生徒の学習意欲を喚起する必要がある。
・秋ごろ、クラスが不安定な時期があったが、学年の協力やメンターチームの助言により持ち直した。地道な取組みを継続したことで、学級の大半の生徒の信頼を得ていることが大きい。

	
	●今後の取組み
	●今後の取組み

	
	・授業力向上に向けては、指導案作成の段階からの指導や授業指導（特に示範授業や授業参観指導）に重点をおき、生徒主体の授業づくりをめざして研究授業を計画する。
・生徒指導については、課題のある生徒について事例検討会を行い、アドバイスを得る機会をもつ。
	・子ども一人ひとりの状況を把握した上で、皆が主体的に参加できる授業づくりがまだ十分でなく、今後はその改善を促したい。また、常に謙虚な姿勢で学び続けることを忘れず、次年度はメンターチームの一員となり２年め教員としての姿を初任者等に示してほしい。

	●研修成果と課題、対象教員（初任者）に今後期待すること（２年め、第４回提出時に記入）

	




２　研究授業について
	①実施日時
令和６年10月１日(火）第６限
②学年（年次）・教科・科目等
第１学年　・　国語科
③単元名
いにしえの心にふれる　「蓬莱の玉の枝-竹取物語」から
④研究授業のねらい
　・初任者研究授業を通して、教員として授業をする上で必要な基本的なスキルを学ぶとともに、教科の専門性を高める。
・授業後に授業者自らで反省点を見つけ出すとともに、それに正対した改善策を立てることができる。
・授業参観や、研究協議で受けた様々な指導・助言を謙虚に受け止め、これからの自身の授業づくりに役立てる。
	事前指導
	■学習指導要領解説国語編を読み、目標と指導内容について確認した。
■初任者研修の手引を使い、学習指導案を作成する意義や作成に必要な事項について学習した。
■他の国語科教員とともに、指導書等を参考にしながら、古典文学の教材分析や教材解釈について議論した。
■単元のねらいや単元計画、評価規準や評価計画、本時の展開について検討した。
■事前に他のクラスで、教科指導員による示範授業を実施し、放課後に国語科教員とともに学習指導案の再検討を行った。

	
	事後指導
（研究協議を含む）
	■研究授業後の反省会の前に、授業の振り返り方（反省のポイント）について指導した。
■反省会に参加した教員からの指導
　＊机間指導の３つのねらいについて　　（指示したことが全員に伝わっているか確認する。伝わっていない生徒を支援する。次の授業展開の戦略を考える。）
　＊生徒指導上課題のある生徒及び、学習支援が必要な生徒へのてだてについて
　＊古典文学への興味や関心を育む授業展開について
■反省したこと、指導されたことを今後の授業へ活かしていく事の大切さについて指導した。


【１年め】（第３回提出時までに記入）

【２年め】（第４回提出時までに記入）
	①実施日時

②学年（年次）・教科・科目等

③単元名

④研究授業のねらい



	事前指導
	




	
	事後指導
（研究協議を含む）
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〔様式１〕 令和６年度 初任者校内 研修 計画書兼報告書【 中 学校】     １   初任者育成のための 記録  

市町村番号  ○○  学校名  ○○   立   ○○○○   中学校  対象教員  名前  ○○   ○○  教科  ○○○  

第１回 提出 日  ○月   ○日  第２回 提出 日  ○月   ○日  第３回 提出 日  ○月   ○日  第４回 提出 日  ○月   ○日  

●初任者育成のための校内体制等の方針 （４月記入）  ●初任者育成のための校内体制等の方針 （ ２年め、 ４月記入）  

・   管理職、教務主任、指導教員、学年主任にメンターチーム主担を加えて初任者等育成委員会 を年３回行う。   ・「校内研修シート」を用いて初任者の育成状況を把握し課題解決のための方針をたてるととも に、各期の職員会議において共有化する。   ・   初任者による研究授業を、教科や道徳等において３回以上実施する。   ・   メンターチームでは、初任者等経験の少ない教員の悩みやニーズに応えて校内研修を企画・ 実施する。また、中学校区で合同の初任者研修を行い、相互に学級指導や学習指導の交流・見 学を行う。これらの初任者等育成支援の活動を通して 本校のミドルリーダーの育成を図る。               

各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引 p.16 」参照』を参考に記入）  

①計画（４月記入）  ②振り返り（８月記入）  ③振り返り（２月記入）  

●対象教員（初任者）に対する 具体的取組み  ●成果と課題  ●成果と課題  

・学校教育目標と学校経営の重点目標について理解し、その実 現に向けて、組織の中で果たすべき役割を認識する。   ・本校における学習や生活の基準である「○○中学スタンダー ド」を理解し、生徒に安心・安全な学習環境を作ることの重要性 を認識する。   ・「子ども主体の授業づくり」を実践するために、他の教員の授 業を積極的に参観し、学んだことを授業改善につなげるなど、 学び続ける教員としての基本的な姿勢を確立する。  ・学級の様子を自分から学年に話したり、同年代の仲間に相談 したりする等、同僚とのコミュニケーションは良好である。   ・学 習規律の徹底に努めているが、指導方法は一斉授業の教 え込みが多く、今後の課題である。学級経営については、自主 学習帳等を活用して、信頼関係づくりを地道に行っている。  ・生徒主体の授業づくりに向けて、小集団を日常的に活用して いる。さらに教材研究を深め、生徒の学習意欲を喚起する必要 がある。   ・秋ごろ、クラスが不安定な時期があったが、学年の協力やメ ンターチームの助言により持ち直した。地道な取組みを継続し たことで、学級の大半の生徒の信頼を得ていることが大きい。  

●今後の取組み  ●今後の取組み  

・授業力向上に向けては、指導案作成の段階からの指導や授 業指導（特に示範授業や授業参観指導）に重点をおき、生徒主 体の授業づくりをめざして研究授業を計画する。   ・生徒指導については、課題のある生徒について事例検討会 を行い、アドバイスを得る機会をもつ。  ・子ども一人ひとりの状況を把握した上で、皆が主体的に参加 できる授業づくりがまだ十分でなく、今後はその改善を促した い。また、常に謙虚な姿勢で学び続けることを忘れず、次年度 はメンターチームの一員となり２年め教員としての姿を初任者 等に示してほしい。  

● 研修成果と課題、 対象教員（初任者） に今後期待すること （ ２年め、第４回提出時に記入 ）  

     

